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序 文 
 

 

日本国政府は、フィリピン国政府の要請に基づき、同国の CALA 東西道路事業化促進調

査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

当機構は平成 17 年 1 月から平成 18 年 9 月までの間、株式会社アルメックの庄山高司氏

を団長とし、同社および日本工営株式会社の団員により構成される調査団を現地に派遣しま

した。なお、当機構は、同時期に国土交通省の荻野宏之氏を委員長とする支援委員会を設

立し、調査団に対し専門的・技術的助言を行いました。 

調査団は、フィリピン側カウンターパートともに CALA 地域における現地踏査、需要予測、

優先プロジェクトのフィージビリティ調査をおこないました。調査団は、国および地方レベルで

官民の関係者と広く協議を行い、プロジェクトに対する幅広い合意を達成しました。帰国後の

国内作業を経て、ここに本調査報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、カビテ・ラグーナ地域の都市交通の開発推進に寄与するとともに、両国の

友好・親善の一層の発展に役立つことを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げま

す。 

 

平成 18 年 11 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

理事 松岡 和久 



平成 18 年 11 月 

独立行政法人国際協力機構 
理事 松岡 和久 殿 
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さて、ここにフィリピン国 CALA 東西道路事業化促進調査の最終報告書を提出致します。 

本報告書は、貴機構との契約に基づいて、2005 年 1 月から 2006 年 9 月までの間、株式

会社アルメックにより組織された調査団がフィリピンおよび日本において実施した調査結果を

とりまとめたものであります。 
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ES-1 

調査の概要 
 
調査の背景と目的 
 

調査対象地域は CALA 東西道路の影響を受けるカビテ州の大部分及びラグーナ州とメ

トロマニラの一部である。CALA 地域交通混雑の深刻化に対し、フィリピン政府は JICA
や世界銀行といった国際的ドナーとで協調して問題に当たっている。本調査は、バタンガ

ス国際港が戦略的に配置されている地域の投資環境を改善するだけではなく、住環境の

改善、メトロマニラの都市機能分散の促進、CALA 地域の交通混雑緩和等を狙いとして

いる。具体的には、本調査の目的は次の通りである。 
 

i) CALA 地域交通ネットワーク整備シナリオの再検討 

ii) CALA 東西道路及び関連事業の実現可能性の検討、事業実施計画の作成 

iii) カウンターパートとその他フィリピン側関係者の能力開発 
 

調査対象地域の開発シナリオ 
 

関連する既存調査と PPFP のような既存計画のレビューおよび現況分析に基づき、最初

に３つのシナリオを準備し、社会・経済活動や交通需要に関する項目を比較検討した。

以下に３つのシナリオを示す。 
 

シナリオ 1: トレンド型 (メトロマニラ依存型開発) 

シナリオ 2: 都市核型 

シナリオ 3: 工業化型 
 

地域開発ビジョンは、この 3 つのシナリオに含まれる様々な開発要素が相互に働くように

設定すべきである。調査地域の発展のためには、１～２つの特定のセクターよりもむしろ

多数のセクターの調和を考えるマルチセクターアプローチが必要である。このため、シナ

リオ 1 から 3 の要素は、CALA 地域の将来ビジョンを形作るために融合するものとした。

CALA 地域の今後の開発シナリオは次図に示すように描かれる。 
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図-1   総合型 (シナリオ 4) 
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地域交通ネットワークの代替案 
 

総合地域開発シナリオに対応した交通ネットワークの代替案を作成した。代替案は、どの

ようなネットワークが最適なのか定量的に分析し評価するために準備するものである。 
 

既存道路網 （整備なしケース） ：代替案 0 
格子状道路網整備・地域バランス型 ：代替案 1 
メトロマニラ-ラグナ間回廊強化形（南北２軸） ： 代替案 2 
東西・南北軸強化型（戦略的都市化・工業化促進） ：代替案 3  

 
上記の代替案は、予測交通量、整備コスト、住民移転の規模、経済評価、その他環境社

会配慮面の指標に関して横並びで比較検討された。ステークホルダー会議にて協議の

結果、代替案 3 が選ばれた。この代替案とその中に含まれる道路プロジェクトのコンポー

ネントを次図に示す。  
 

地域成長軸 
行政センター 
メトロマニラのサブセンター 

都市センター 
住宅開発 
農業ビジネスセンター 
自然保全・リゾート 
工業開発 
農業 
都市開発 
自然保全・リゾート 
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図-2  最適道路網における道路プロジェクトのコンポーネント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  備考: 事業費は km あたりの費用を使った概算値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
FS 対象として選択した道路プロジェクト 
 

地域で理想的な交通のサービスレベルを確保するには、上記 12 の全ての道路プロジェ

クトが 2020 年までに完成していることが必要である。しかしながら、現在の政府の財政的

窮境をみると、この仮定は非現実的と言わざるを得ない。したがって、2020 年までは、最

低限現在と同様のサービスレベルを維持するという前提のもと、最小投資を実現するよう

なプロジェクトを選定することを目標とした。一連の交通分析の結果、次の３つの道路プロ

凡例 
高速道路（現況） 
高速道路（計画） 
一次幹線道路（現況）

一次幹線道路（計画）

二次幹線道路（現況）

二次幹線道路（計画）

事業費  
(10 億ペソ)  

 
建設費 土地収

用費 合計 

C01 South Luzon Expressway 4.9 0.0 4.9 
C02 West Coastal Road 2.2 0.7 2.9 
C03 CALA Expressway 10.6 4.4 15.0 
C04 E/W 1 (Daang Hari Ext.) 2.5 2.1 4.6 
C05 E/W 2 (Calibuyo Ext.) 1.8 1.2 3.0 
C06 E/W 3 (Governor's drive) 1.2 1.8 3.0 
C07 E/W 4 (Maragondon) 3.8 1.9 5.7 
C08 N/S 1 (Tanza-Tagaytay) 0.7 0.5 1.2 
C09 N/S 2 (Aguinaldo) 0.5 0.3 0.8 
C10 N/S 3 (Bacoor-Dasmariñas) 3.4 2.1 5.5 
C11 N/S 4 (Molino) 0.9 0.7 1.6 
C12 N/S 5 (Daang Hari ext.) 1.1 0.7 1.8 
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ジェクトが選ばれた。 
 

(1) North-South Road (C10) 

(2) Daang Hari Road  (C04) 

(3) CALA Expressway (C03) 

 
これら３本の道路整備により、満足な水準とは言い難いながら、2020 年までの交通状況

は現状とほぼ同じレベルで推移することが予想できる。 
 

本調査で実施する FS の対象道路は、次図のようになった。これは、３本の道路から、最

近整備への具体的動きが見られる区間、紛争等により事業の目途が立たない区間を除

いたものである。 
 

図-3  JICA フィージビリティ調査の対象道路 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R1 延伸 

PNCC / NDC  
プロジェクト 

North-South Road 
(C10) 

Daang Hari Road 
(C04) 

CALA Expressway 
(C03) 
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プロジェクト道路の概要 
 

本プロジェクトで計画された道路上の主要な構造物や接続する道路のネットワークを図-4
に示す。 

 
図-4   計画された路線の概要と既存道路とのネットワーク 
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1) North-South Road (NS) 
 

North-South Road は既設の Manila-Cavite Coastal Road を起点とし、Silang におい

て CALA Expressway に接続する。総延長は 27.8km であり、本調査で計画された 3 つ

の路線のうちで最も長い。設計速度は 60 km/h である。この道路は PPP スキームを活用

した有料道路とする。ただし、Daang Hari Road の南の区間では、有料道路化はオプシ

ョンとして考える。 
 

2) Daang Hari Road (DH) 
 

Daang Hari Road は、メトロマニラ首都圏の Muntinlupa 市とカビテ州 Imus 市の境界部

付近を基点とする。Daang Hari Road の中間部分は現在建設中である。この道路は、西

部は Tanza まで伸びる予定である。設計速度は 60 km/h、総延長は 21.0km である。  
 

3) CALA Expressway (CE) 
 

CALA Expressway は、Santa Rosa の South Luzon Expressway (SLEX)の Asia 
Brewery Inc./Greenfield インターチェンジを起点とし、Dasmariñas にある First Cavite 
Industrial Estate (FCIE)の西側において Governor’s Drive に接続する。総延長

22.7km であり、高速自動車道規格である。設計速度は 100km/h であり、縦断・平面曲

線は設計速度 60km/h である他の 2 路線と比して大きく設定される。  
 

表-1  推計プロジェクトコスト 
単位；100 万ペソ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Construction 
Cost (CC)

Engineering 
S ervice Cost 

(ES C)

Land Acquisition 
and Resettlement 

Cost (LARC)

Project 
Administration 

Cost (PAC)

Grand Total 
(Base Case)

NS1 1,595 191 107 54 1,947
NS2 456 55 15 526
NS3 1,968 236 444 77 2,725
Subtotal (NS1-NS3) 4,019 482 551 146 5,198
NS4 3,325 399 410 119 4,253
NS5 3,464 415 408 123 4,410
Total (NS1-NS5) 10,808 1,296 1,369 388 13,861
DH3 580 70 18 668
DH4 1,755 211 419 69 2,454
Total (DH) 2,335 281 419 87 3,122
CE1 450 54 85 17 606
CE2 4,841 580 284 163 5,868
CE3 1,614 194 47 53 1,908
CE4 983 119 346 42 1,490
Total (CE) 7,888 947 762 275 9,872
Grand Total 21,031 2,524 2,550 750 26,855

建設費 エンジニアリ

ング費 
土地収用・ 
住民移転費用 

プロジェクト

管理費用 
合計 
(基本ケース) 
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交通需要予測と経済・財務分析  
 

NS 道路の料金はゲートごとに均一 18 ペソ（自家用車）と仮定した。これは既存の有料道

路料金、利用者便益、経済・財務分析に基づき設定したものである。 
 
予測交通量図を下に示す。2020 年までは道路ネットワークは何とか持続できそうである

が、その後は新規の道路が必要となる。 
 

図-5  予測交通量 (基本ケース) 
2006 年 

 

2010 年 

 
2020 年 

 

2030 年 

 
 

提案道路の経済的フィージビリティは極めて高い。NS 道路は全体で約 23-24%の E-
IRR を示し、これが北側の区間では 35%を越えている。Daang Hari 道路と CALA 
Expressway の EIRR も高い。 
 
NS 道路は財務的フィージビリティも高い。プロジェクト FIRR は一部を除き常に基準値の

12%を越えている。全体的に NS 道路プロジェクトは非常に採算性が高いと言える。 
 
 
 
 
 

2.0> 
1.5> 
1.0> 
1.0< 

凡例 

200           100          50  
 
 
 (000 PCU/day) 
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環境社会配慮 
 

スコーピングの結果に基づき、優先事業に係る環境社会配慮調査(EIA レベル)を以下の

手順で実施した。 
 

(1) 初期環境影響評価(IEE)とスコーピング 
(2) 現況把握調査 
(3) 環境社会影響の予測 
(4) 優先道路線形に対する環境社会影響の評価 
(5) 環境社会影響緩和策の検討 
(6) 環境管理モニタリング計画(EMMP)の策定 
(7) EIS 報告書案の作成 
(8) 予備住民移転計画(Pre-RAP)書の作成 

 
これらの業務と並行して、DPWH、DENR、NGO、地方自治体および住民・住民組織との

協調のもと、合意形成が積極的に追及された。この過程は、8 回のステークホルダー協議、

数多くの地方自治体との協議、FGD（フォーカスグループ討議）等を通じて文書化されて

いる。各地方自治体は、地方議会で、このプロジェクトを支援し必要な用地保全を図るこ

とを決議している。 
 
EIA に関わるすべての活動は、ウェブサイトを通じて明らかにしている  (www.cala-
ew.info)。現在のところ、プロジェクトに関わる深刻な問題は発生していない。 
 
ECC 取得後、EIS を適切に実施するに際しては、以下の事項を行う必要がある。 
 
• 詳細設計(D/D)時における環境管理モニタリング計画(EMMP)の策定に際しては、事

業実施時に行う環境社会影響項目のモニタリングの詳細計画に応じて、新たなベー

スライン調査を行う必要がある。関連して社会経済調査の再実施の必要性を検討し

、必要に応じて再調査または補足調査を行う。 

• EIA調査の結果、提言された対策のうち、特に施工監理や詳細設計の中で反映・確

認すべき事項があることから、D/D時にEISを精査し、確実に対策案が実施されるよう

にする。また対策を実施する担当機関についても同時に確認する必要がある。 

 
 
財務環境 
 

次図は、過去 14 年間の道路投資実績および 2010 年までの道路投資見込み額を示し

たものである。GDP に占める道路投資割合は低下傾向にあり、1991 年の 1.3％をピーク

に、2005 年には 0.6％に低下している。これにより多くの重要な道路事業の実施は延期

を余儀なくされ、CALA 道路プロジェクトのような大規模投資は 2008 年まで考慮すること

が困難になっている。 
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図-6  DPWH による過去の道路投資実績今後の見込み額 
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ODA を財源とした道路事業は、ペソのカウンターパーファンドの不足により、可能性が低

下している。 
 
民間資金によるインフラ資金調達は 1992 年頃から盛んに提案されたが、1997 年のアジ

ア通貨危機から展望が危うくなり、既に開始されていた３つの高速道路プロジェクト（スカ

イウェイ、スターエクスプレス、Ｒ－１エクスプレス）では、次のフェーズでの財政確保がで

きなくなってしまった。 
 
このような状態から抜け出しフィリピンの国際競争力の退勢を挽回するため、比政府は自

ら課した予算の上限の範囲内で国内債券市場を利用することを選択した。この戦略は、

NDC(National Development Company) が年間 200 億ペソ程度の債券を発行し、

PIC(Philippine Infrastructure Company)を通して財務的にフィージブルなインフラ事業

に投資するというものである。その副次的利益には、ニノイアキノ空港第３ターミナルプロ

ジェクト等で傷ついたインフラに対する民間投資家への信用を回復するということがあっ

た。この新しい財源を利用するには、CALA のプロジェクト道路は有料道路でなければな

らない。JICA 調査団は、NS 道路のうち NS-1 から NS-3 の区間がこのスキームに適合す

ると判断した。 
 
実施シナリオ 
 

NDC/PIC による資金調達の可能性、および世界銀行のファイナンスの申し入れにより、

DPWH が CALA 道路プロジェクトを実施する方策が広がった。タイミング、リスクおよび結

果の相違によって、次の３つのシナリオが考えられる。 
 

• シナリオ A – North-South Road のコンセッションを BOT 法に基づき入札にかける。

ただし過去の失敗、特に Star Expressway の頓挫に学ぶことが重要である。入札に

勝った事業者は特別目的会社 (SPC)を設立し、Toll Concession Agreement 
(TCA)を TRB から譲許されるが、詳細設計を実施し資金を確保した上で道路を建
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ソ
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設、政府に資産を返却するまで有料道路を運営・維持管理しなければならない。こ

のシナリオでは、PIC の参加は２次的要素に過ぎず、参加の形や規模は入札の結果

による。 

• シナリオ B – シナリオ A と同じであるが、PIC の参加は考えない。DPWH は自身の

予算により用地費を賄い、SPC も PIC からの資金を期待しない。 

• シナリオ C – PIC の役割を拡大し、PIC 自身が速やかに SPC を設立、TCA を得て

詳細設計の実施と並行して用地取得のファイナンスを行う。その後、TCA を持つ

SPC に対し入札を実施する。民営化はこの入札により達成される。 
 

これらのうちシナリオ A と C は NS-1 の完成を最も早く達成できる（2011 年第１四半期）。

ただしシナリオ A では遅れる可能性が高くなる。シナリオ B では、最も早くて 2011 年第４

四半期と想定されるが、DPWH が 2008 年には予算から用地費を支出できること、民間

事業者が期日どおり資金を確保できることが前提となる。シナリオ C では以前のフィリピン

での BOT/PSP プロジェクトで見られた 欠点を避けることができる。しかしこのような複雑

なプロジェクトの実績がない組織に多くをゆだねるというリスクはある。３つのシナリオに共

通して必要なのは、NEDA-ICC の評価と承認である。これには通常 DPWH による書類

の準備から NEDA-ICC の最終承認まで 4-6 ヶ月かかる。しかし North-South Road の入

札は 2007 年 5 月の選挙後にしか開始することができない。 
 
事業実施支援 
 

事業シナリオに関わらず、DPWH は外国に支援されたプロジェクトについての PMO の

管轄下にプロジェクト管理ユニットを設置しなければならない（PMO の人員を使って）。道

路に関する業務の中には DPWH の地方エンジニアリングオフィスに委ねられるものもあ

ろう。DPWH はまた外国からの技術援助を必要とする(おそらく世界銀行から、遅くとも

2007 年 1 月までに)。これは North-South Road のフェーズ１についての次の業務のた

めに必要なものである。 
 

• 2007 年前半 – 入札準備および NEDA-ICC 評価に必要な書類作成 

• 2008 年後半 – 入札資格審査、入札およびコンセッション譲許 
 

過去の有料道路プロジェクトの教訓から、コンセッションには次の要件が必要である。 
 

• 本調査で提案しているように、道路料金は固定料金で、既存有料道路の最高のレー

トを下回ること。これは Star Expressway の失敗を繰り返さないということである。 

• コンセッション期間は従来の 25 年固定ではなく、料金収入により可変であること。こ

れにより、交通量と収入が予測より多ければ期間を短縮し、少なければ期間を延長

できる。  

• NS2 と NS3 の事業を実施する権利は NS1 の完成から数えて有効期限を設定する

こと。これにより、R-1、Star、Skyway の問題点を回避できる。 
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• 用地費は一部でも道路料金でカバーされるプロジェクトコストに含めること。建設開始

時期は、用地取得終了時または設計完了時、どちらか遅いほうとみなすべきである。 
 

入札の判定基準は、政府・公企業(NDC-PIC、DPWH)の負担が少ないかどうかに置くべ

きである。用地費をべつにしても、PIC は入札の勝者からプロジェクトへの投資を求めら

れることがあり得る。財務能力は入札参加者の資格として最も重要なものである。もし設計

あるいは用地取得の終了後 3 ヶ月以内に入札の勝者が資金を確保できないならば、パ

ーフォーマンスボンドを取り消し詳細設計書を提出させた上、PIC にプロジェクトに参加し、

投資し、引き継ぐ権利を与えるべきである。入札参加グループは、メンバーとして設計会

社を含み、入札に詳細設計のコストとスケジュールを明記しなければならない。その成果

品は事業者が建設を開始できなかった場合、DPWH の資産とし次のコンセッション取得

者の利用に供するべきである。建設開始時期は TRB ではなく DPWH の詳細設計完成

承認から起算するものとする。 
 
結論 
 

CALA 地域の道路交通ネットワークは、この地域の急速な地域発展に追いついておらず、

その結果交通混雑が悪化している。この成長はメトロマニラと密接に関係しているため、

混雑はメトロマニラに近づくほど厳しい。このパターンは中期的にも継続的しそうであり、さ

らに状況が悪化する可能性が高い。長い目で見ると地域内と東西の通勤移動が活発に

なることで CALA の高成長率を保つことができる。向こう 10 年間で次の 2 つの新しい幹

線道路が必要となる。(a) North South Road: これは北側で R-1 高速道路に接続し、途

中で Daang Hari Road と交差、さらに南で Governor’s Drive に接続する、 (b) Daang 
Hari Road:これは東西幹線道路で東側は SLEX へ接続する。２つの幹線道路は経済的、

技術的にフィージブルであることが示された（North-South Road の E-IRR は 80%を越

え, DH-4 のそれも 60%）。 
 
上記の道路のうちには、用地確保の関係でサービスレベルを抑えざるを得なかった区間

がある。実施が遅れる場合はこの制約がさらに厳しくなる恐れがあるため、早急な実施と

道路用地の保全が必要である。  
 
より早くプロジェクトを現実化するためには、公共部門のリソースは、民間部門のリソース

によりてこ入れされる必要がある。すべての道路区間 (NS+DH+CE)の費用合計は 269
億ペソになる。このうち、North South Road のフェーズ１が 52 億ペソ、フェーズ 2 が 87
億ペソである。DPWH の予算だけに依存している状況が続けば、完成は少なくとも 3 年

遅れるだろう。North South Road は、 公共と民間が協力する PPP 事業として建設する

ことができる。フェーズ 1 では主に民間資金を充て、フェーズ 2 で ODA や公共資金を充

てる。DH-2 は PIC と PNCC による BTO スキームとして既に実施が始まっている。この事

業は DPWH の予算に頼る必要はない。 
 
DH-3 と DH-4 には 31 億ペソ必要と推計され、2008 開始の DPWH の投資計画に位置

づけられなければならない。土地収用費用は、North South Road で 14 億ペソ、DH-3 
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と DH-4 は 4.2 億ペソになる。これら用地費は、民間開発業者が土地を寄付ないし簿価

で譲渡してくれれば、相当圧縮できる。 
 

CALA Expressway の経済的価値も高い。CE-1 から CE-4 の 4 区間の E-IRR は 34-
35%となっているが、もし CE-5 と CE-6 という R-1 高速道路の延伸ともいうべき区間が建

設されたなら、CALA Expressway は SLEX の代替路線となり、その経済的・社会的価値

は膨大なものとなる。 
 
 
提言 
 

調査団の提言は以下に示す通りである。 
 

• CALA 道路プロジェクト実現の気運を維持し、本調査終了時とプロジェクト実施時の

ギャップをつなぐため、DPWH 内にプロジェクト「指揮官」を任命する。 

• 詳細設計と並行して、本調査 EIS で提案している環境・社会インパクト軽減策を確認

し、その実施責任・役割分担を設定する。 

• DPWH は３つの実施シナリオのうちどれに従うかを決定し、ペンディングになっている

NDC/PIC との MOU (Memorandum of Understanding)を締結する。 

• 2007 年 6 月以前を目途として North South Road フェーズ１を入札にかけ、NEDA-
ICC の承認をそれ以前に取り付ける。 

• 地方自治体は、新規幹線道路が完成するまでの間、混雑緩和のために現況コリドー

での小規模交通改善施策を実施する。 

• 効率性を保ちつつ通勤時の自動車利用への転換を抑制するため、バス・ジープニ

ー・トライシクルで構成される既存公共交通システムの改善・調整を行う。 

• 現段階で利害関係者のコンセンサスがまだ取れていない CALA Expressway の

CE-1 区間（SLEX への第２接続部分）についての更なる検討 
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